
競回 第 奉+ニ聾

辛子哩聖日一ー.p司巨H 昼手区且寸'jJ'.ヌー

海統 動貨幣 朝 物 御日フ土
運計 ご鮮 債 家銀ヅ地
同的 買伺同 のの さ 人物サ園
盟研 封雑 租 の債指 l 有
の究雑 sl~内種説税時特 lレに論
字詰に び北農 の 質散の閥す
に於にび業 不 の現

参け撮鮒 苑公論 ;研重る叢

料考主主選る 替のご外値恒:ー 卒ー 究: ・ 説諸

に埠 . 概
て就怠 閥の: ー .評

思 係要望

王士f主手 三終控r: 締憐皐士 E博士法F 法E博士F 
文法文法

EF 午聞 事f専 与さ

博士士士博士

小岡 谷 河 神 一汐米国
島崎 日田 戸 浦見田島
昌 庄
太文 吉 嗣 正 周一太錦

部規 彦耶 雄 行部部治



貨
幣
の
野
内
及
び
艶
外
債
値
の
費
動
ミ

貿
易
一
並
び

ι矯
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目
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f
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貨
栴
倒
値
目
意
義
|
i
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究
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i
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日
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、
司
喧
出
口
出
吋
・

出
、
『

H

(
問
、
百
l
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闘
の
針
外
購
買
力
指
政
由
艶
動

司
、
百
円

針
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及
び
世
川
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慣
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鑓
勤
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良
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醐
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|
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四
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債
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債
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矯
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場
ご
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閥
係
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閥
貨
幣
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箭
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債
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t
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Z
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関
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あ
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か
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ダ1.

貨
幣
の
劃
内
・
劃
外
債
値
目
稜
勤
k
貿
易
及
刊
日
清
替

第
二
」
l

巻

〔
第
四
貌

凹

七
三
八

一
定

ω調
内
債
値
の
下
に
於
て
は
、
立
(
の
図

ω貨
幣
の
封
外
債
値
は
、
慨
に
通
ぶ
る
が
如
く
、
然
替

相
場
正
外
側
貨
幣
の
説
内
債
値
ご
の
相
乗
積
に
よ
っ
て
決
せ
ら
る
、
か
ら
、
其
は
一
潟
待
相
場
に
獲
動
な
旨
限
h

外
閥
貨
幣

ω劃
内
偵
備
に
比
例
し
て
愛
動
す
ぺ
(
、
二
外
闘
の
貨
幣
須
佐
に
稜
勤
な
き
限
り
潟
替
相
場
の
滋
動
に

比
例
す
ぺ
〈
、
三
潟
替
相
場
正
外
闘
貨
幣
の
封
内
調
値
ご
が
立
に
反
比
例
し
て
鼓
動
す
る
限
り
、
其
は
養
化
し
な

い
で
あ
ら
う
。
今
一
悶
貨
幣
の
野
外
債
値
を
町

t
L
柏
崎
替
相
場
を
X
Z
L
、
外
凶
貨
幣
の
劉
内
債
仮
e
f
F
Z
す
る

時
は
、
震
に
越
よ
る
所
に
依
り
て
出
正
月
明
の
式
が
成
立
す
る

o
mて
W
は
K
に
援
化
な
き
限
り
ド
の
縫
動
仁

比
例
L
、
F
に
品
型
化
な
き
限
り
町
の
媛
動
に
比
例
L
、
x
z
F
正
が
互
に
反
比
例
に
襲
化
す
る
限
り
W
は
鐙
化
L

な
い
で
あ
ら
う
o

喉
白
鴎

ω物
価
慣
に
縫
動
な
く
外
国
物
慣
に
の
み
援
動
起
る
場
合
仁
は
、
通
常
之
に
作
つ
ず
」
鴛
替

相
場
の
援
勤
起
る
ぺ
〈
、
従
つ

T
白
閥
貨
幣
り
封
外
債
備
が
外
岡
貨
幣
の
判
内
回
開
値
り
抗
出
動
E
正
確
に
比
例

L
て

援
化
す
る
が
如
き
現
象
的
も
一
の
場
合
が
、
質
際
仁
起
る
こ
ご
は
寧
為
稀
で
あ
ら
う
。
然
る
に
自
国
物
価
慣
に
麓
勤

な
く
外
国
物
価
慣
も
援
勤
せ
ぎ
る
二

ω場
合
に
は
、
他
の
事
情
に
し
て
同
一
な
る
限
h
、
質
際
に
於
て
斜
替
相
場
の

獲
動
は
少
な
か
る
ア
¥
従
っ
て
野
外
債
値
は
愛
化
少
き
こ
ご
、
な
る
で
め
ら
う
し
、
叉
外
岡
物
価
慣
仁
の
み
鐙
化

起
れ
る
場
九
日
に
生
や
る
縄
替
相
場
の
援
動
は
、
他
の
事
情
に
し
て
同
一
な
る
限
h
、
外
岡
物
債
の
出
現
勤
ご
比
例
す

ぺ
き
で
ゐ
る
か
ら
、
匁
替
相
場

r外
岡
貨
幣
の
謝
内
債
値
ご
が
互
に
反
謝
に
援
動
す
る
三
の
場
合
は
、
賞
際
に
は

寧
ん
多
か
る
ぺ
〈
、
然
る
限
'
り
に
於

τは
、
針
外
債
値
山
り
愛
動
は
そ
れ
丈
け
緩
和
吉
る
、
で
あ
ら
う
。

第
二
に
、
右
は
動
内
債
値

ω
一
定
せ
る

4

』
ご
を
漁
想
ゼ
る
も
の
な
る
が
、
最
初
に
逃
〈
た
る
如
〈
貨
幣
の
針
内

債
値
は
時
々
刻
々
に
鑓
勤
し
て
止
ま
古
る
も
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
品
開
内
債
値
ご
封
外
債
値
及
び
是
等
吉
倉
替
相
場

第
一
に
、



一
苅
来
吾
々
が
貨
幣
を
支
出
す
る
に
営
つ
て
は
、
必
A
V
其
の
償
備
の
大
な
る
所
に
向
っ
て
支
出
す
る
。
此
の
場
合

吾
々
の
意
識
上
で
は
、
貨
幣
債
依
よ
ち
も
寧
ろ
其
の
裏
面
た
る
物
傾
向
高
低
を
比
較
し
、
物
債

ω安
当
)
所
に
於
て

商
品
を
購
入
す
る
か
ら
、
貨
幣
は
結
局
購
買
力
の
よ
り
大
な
る
所
に
向
っ
て
提
供
せ
ら
る
、
こ
ご
、
な
る
も
の
で

ゐ
る
。
か
〈
て
貨
幣
の
購
買
力
は
、
常
に
場
所
的
に
平
均
せ
ん
芭
す
る
傾
向
を
有
す
る
ニ
ど
は
疑
な
い
。
此
の
一
』

ご
は
貨
併
の
艶
門
購
買
力
正
数
外
購
買
力
t
に
就
て
も
亦
言
ひ
得
る
所
で
ゐ
つ

τ、
雨
者
の
聞
に
高
低
あ
る
防

は
、
闘
の
内
外
を
聞
は
中
、
貨
幣
は
そ
の
債
依

21向
き
所
に
向
っ
て
提
供
せ
ら
る
、
の
が
普
通
で
あ
る
。
例
へ
ば

封
内
購
買
カ
に
比
[
劃
外
購
買
力
が
著
し
〈
高
〈
な
る
時
は
、
外
関
商
品
の
購
買
を
促
進
す
る
こ
ご
、
な
る
べ

く
、
従
っ
て
内
外
二
つ
の
臨
時
実
力
は
瓦
に
平
均
せ
ん
ど
す
る
傾
向
を
有
す
る
。
今
限
り
に
か
、
る
手
術
紋
態
が
得

ら
れ
た
ご
す
れ
ば
、
噛
4
3
濡
河
u
q
H
雄
注
事
河
u
q
'
t
な
り
、
此
式
の
右
迭
は
、
前
節
に
通
ぶ
る
所
に
よ
h
、
潟

替
相
場
正
外
岡
貨
幣

ω劃
内
調
儲
ご
の
相
乗
積
で
あ
る
か
ら
、
此
式
は
又
、
田
麗
協
調
哨
R
U
嘩
苫
濡
湖

u
q
H
治
期

首
伊
都
×
学
理
同
調
哨
L
L
嘩
苫
濡
湖
u
q
d
t
な
る
べ
く
、
此
の
式
の
雨
惑
を
外
閥
貨
幣
山
針
内
購
買
カ
を
以
っ
て
除
す

時
は
、
同
国
同
博
怜
凶
四
時
い
い
ロ
H
H剖
蹴
首
飾
d

の
式
を
写

τ、
鶏
替
相
場
は
附
図
貨
幣
の
劃
内
購
買
力
の
比
に
等
し
珂

半
臨
同
議
E
世

苫

戸

時

同

社

、

，

き
ニ
子
伊
示
し
、
偶
然
に
も
カ
ヅ
セ
戸
数
授
の
購
買
力
卒
横
説
ご
一
致
す
る
o

品
山

ω
紋
態
山
下
仁
於
け
る
翁
替
相
場
町
九
時
買
力
一
中
僚
は
、
一
自
閥
貸
借
の
掛
内
債
値
に
時
現
化
な
き
限
hr
外
国

貨
幣
り
封
内
偵
低
記
反
比
例
に
同
盟
勤

L
、
二
外
閥
貨
幣
的
調
内
調
値
に
竣
化
な
き
限
ム
リ
自
国
貨
融
市

ω掛
内
債
備
に

比
例
し
て
獲
勤
す
ぺ
〈
パ
三
両
閥
貨
幣

ω各
劃
内
痕
値
が
比
例
的
に
愛
化
す
る
限
h
、
主
(
は
麗
動
し
な
い
で
あ
ら

食
時
四
封
内
・
封
件
倒
値
の
額
融
と
貿
易
及
刊
日
錦
替

ご
は
如
何
な
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関
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あ
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ら
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か
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貨
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劃
内
・
割
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債
値
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助
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党
易
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梓
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二
十
巻

(
第
四
駿
一
二
大
)

七
凹
O

ぅ
。
今
自
国
貨
惜
の
封
阿
痩
値
を
H
、
外
園
貨
幣
的
?
噌

所
は
出
F刷

HH
同司芦司F.
同
HHH…哨判

rrゾ古』な
'hり、

R
は
H
に
愛
化
な
き
限
b

F
に
反
比
例
し
、

F
に
愛
化
な
き
限
り
H
に
比
例
し
、

H
ご
F
t
が
比
例
的
に
愛
化
す
る
限
り
R
は
鐘
化
し
な
い
で
あ
ら
う
。

、
目
、

而
し
て
前
に
暴
げ
た
る
国
司
H
岡
、
司
の
式
よ
b
問
、
日
司
を
得
ら
る
ぺ
〈
、
こ
れ
ご
今
の
同
H
刊
の
式
Z
を
掛
照
す

る
に
、
叩
ι
は
寧
際
の
震
替
相
場
、

R
は
卒
衡
状
態
の
下
に
於
り
る
鋳
替
相
場
卸
ち
購
買
力
卒
債
を
示
す
も
の
で
あ

h
、

?
?
L
て
購
買
力
平
慣
設
に
従
へ
ば
、

X
は
常
に
R
に
一
致
せ
ん
ご
す
る
傾
向
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
o

今

賓
際
の
匁
替
相
場
が
恰
も
購
買
力
卒
療
に
一
致
L
、問、
H
H
H
N

ご
な
る
場
合
に
は
、
明
日
u

…γ」
な
hJ
、
目
、
H
出
印
ち

封
外
購
買
力
さ
封
内
購
買
力
正
は
一
致
す
る
こ
古
、
な
る
o

例
へ
ば
日
本
内
貨
僻
一

0
0園
口
勝
賞
カ
は
靴
十
足

な
り
己

L
、
米
闘
に
於
り
る
一

O
O弗
ω購
買
力
が
同
じ
靴
十
五
足
な
り
芭
せ
ん
に
、
此
山
り
場
令
購
買
力
卒
園
慣
は

ヤ

γな
h
、
震
の
潟
替
相
場
も
亦
こ
れ
に
一
致
し
た
:
仮
定
す
る
故
に
、
一

O
O
E唱
弗

Z
交
換
せ

ら
る
ぺ
く
、
之
を
以
っ
て
米
凶
に
於
け
る
十
五
足
一

O
O弗
の
靴
を
購
入
す
る
時
は
よ

Z
x山
L
o
p
f購
買
し

得
る
で
ゐ
ら
う
o
郎
も
此
の
場
合
に
は
一

O
O国
の
貨
併
の
有
す
る
購
買
力
は
、
動
内
た
る
ご
針
外
た
る
ご
を
悶

は
中
等
し
〈
靴
十
足
で
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
此
は
固
よ
り
嘗
然
で
ゐ
一
っ
て
、
吾
々
は
既
に
出
品
官
鮎
に
於
て
、
調
内
購

買
力
ご
艶
外
購
買
カ
ご
の
相
等
じ
き
平
衡
朕
態
を
似
定
し
て
居
た
の
で
あ
る
。

第
三
に
、

一
図
貨
幣

ω封
外
債
値
Z
外
国
貨
幣
凶
劃
外
債
値
£
は
、
如
何
な
る
関
係
を
有
す
る
で
あ
ら
う
か
?

例
へ
ば
日
本
の
『
固
』
が
米
閣
の
商
品
を
購
買
す
る
力
ご
、
米
岡
山
「
弗
』
が
日
本
の
商
口
聞
を
購
買
す
る
カ
ご
の
関
係

如
何
を
見
る
に
、
先
づ
弗
の
謝
外
購
買
力
は
、
前
仁
述
ぺ
た
る
如
〈
、
賞
際

ω匁
替
相
場
正
国

ω劃
内
購
買
カ
ご



の
相
乗
積
に
依
っ
て
決
定
せ
ら
る
、
。
唯
比

ω場
合
の
鴬
替
相
場
は
米
日
相
場
で
ゐ
る
か
ら
、
前
に
言
ふ
所
の
X

の
逝
叫
則
的
も
1

X
な
る
こ
ご
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
つ

τ
y
を
弗

ω
艶
日
購
買
力
4
す
れ
ば
、
相
、
HH

…γ己な

り
、
V
は
困

ω制
剖
内
麟
実
力
H
に
し
て
同
様
な
る
限
h
、
mx
に
反
比
例
す
る
駄
に
於
て
り
み
、
岡
山
り
封
外
鴎
買
力

の
場
合
言
異
る
。
而

L
て
園
り
艶
外
購
買
力
に
就
て
は
、
回
、
日
同
司
の
式
が
成
立
す
る
か
ら
、
町
の
V
A

に
封
す
る

口

、

出

、

『

司

〉

比
は
、
咋

u
司
、
郎
も
即
(
問
、
)
N
Z
な
る
。
換
言
せ
ば
国

ω封
外
須
佐
ご
弗
の
劃
外
債
値
ご
の
比
は
、
商
問
貨
幣

炉

問

:

の
封
内
債
儲

ω反
比
に
潟
替
相
場
の
白
乗
を
乗
じ
た
も
の
に
等
L
い
ニ
芝
、
な
る
。
例
へ
ば
一

O
O園
ω針
内
購

買
力
を
靴
十
足
、
一

O
O曲
聞
の
そ
れ
を
十
六
足

Z
L
、
賞
際
的
匁
替
相
場
を
五
十
弗
正
す
る
時
は
、
国
の
劃
外
購

買
カ
は
広
岡

x
山
口
∞
尚
古
な

h
、
弗
の
劉
外
購
買
カ
は

5
P凶

H
g了
」
な
え
同
者
一
的
比
は
九
一
H
山
ご
な
る
で

1

5

1

ご

/

回

同

ー

さ

民

同

あ
ら
う
o
然
る
に
此
は
謝
内
購
買
力
の
反
比
聞
も
引
に
録
者
相
場
の
白
菜
戸
己

H
叫
を
乗
じ
た
る
H
U
X
判

H
J町

に
等
し
い
で
あ
ら
う
。

大
正
三
年
七
月
を
基
準
ご
す
る
日
銀
物
債
指
数
に
は
、
猪
間
氏
の
指
摘
せ
ら
る
、
如
〈
、
多
少
の
偏
傍
を
耳
目
れ

な
h
t

様
で
ゐ
る
が
、
服
ち
に
之
を
基
礎
ご
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
の
困
の
封
内
購
買
力
指
数
を
算
出
し
、
別
に
英

国
及
び
米
国
に
謝
す
る
園
の
謝
外
購
買
力
指
数
を
計
算
し
て
、
園
の
内
外
購
買
カ
を
比
較
調
照
す
る
。

闘
の
掛
外
購
買
力
指
数
を
知
る
に
は
、
段
に
述
よ
る
所
の
理
論
に
依
っ
て
、
先
づ
第
一
に
、
震
替
相
場
指
数
を

算
出
せ
ね
ば
な
ら
泊
。
矯
替
相
場
は
現
在
苔
閣
に
於
て
多
く
の
方
面
に
後
表
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
(
註
乙
相
場
の
種

類
及
び
平
均
方
法
に
於
て
満
足
!
得
る
も
の
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
私
は
横
演
正
金
銀
行
大
阪
支
応
に
備
付

設

貨
幣
白
謝
肉
・
劃
舛
倒
値
の
程
勤
と
貿
易
及
び
鴻
替

第
二
十
巻

(
第
四
艇
二
一
七
)

苑

一七
回

諸問麗一氏、物倒指監の理論及寅際(緑樹事論集第二魯第三銑f大正十三年二

月」九二頁以下)。

2) 



詑

苑

気
僻
由
封
内
・
封
外
償
値
山
越
勤
と
貿
易
及
び
鴻
替

七
四

弟
二
+
巻

(
第
四
就
一
-
一
λ
}

す
る
原
簿
「
潟
替
相
場
表
」
に
競
っ
て
、
大
正
三
年
以
後
現
在
に
至
る
各
偉
業
日
に
於
げ
る
紐
育
宛
ベ
-
叶
・
印
。
臣
認

を
潟
し
取
り
、
之
を
各
月
ゆ
抑
留
業
H
教
を
以
っ
て
算
術
平
均
じ
た
る
も
の
を
其
の
月
の
封
米
震
替
相
場
の
平
均
£

[
、
大
正
三
年
七
月
凶
卒
均
相
場
を
基
準
ご
し
て
其
の
指
数
を
算
出
し
た
。
同
時
悼
の
方
法
に
よ
り
、
倫
敦
宛
叶
叶
-

mm}
一
吉
川
を
根
嬢

t
L
て
劉
英
錦
替
相
場
の
各
月
苧
均
指
数
を
算
問

L
、
且
つ
試
み
に
雨
闘
に
劃
す
る
購
買
力
平
債

を
之
に
配

L
て
、
第
二
国
表
を
作
成
L
た。

今
こ
れ
に
就
て
見
る
に
、
勿
論
日
英
米
の
三
闘
は
、
此
の
期
間
に
於
て
、
完
全
な
邑
金
本
位
の
自
由
制
度
を
採

っ
て
居
ら
旧
制
。
英
闘
は
大
正
三
年
八
月
開
戦
後
ま
も
な
〈
角
換
を
停
止
し
、
次
い
で
大
正
人
年
四
月
以
後
法
律
を

以
つ
℃
金
の
輸
出
を
禁
止
し
て
今
日
に
及
び
、
米
闘
は
大
正
六
年
九
月
よ
b
大
正
入
年
六
月
ま
で
金
の
禁
輪
を
行

び
、
再
国
h
亦
大
正
六
年
九
月
以
後
金
の
輸
出
を
禁
止
し
て
今
日
に
及
ん
で
居
る
o

ぞ
れ
故
に
本
来
な
ら
ば
、
是

等
諸
閥
間
り
錫
替
相
場
は
主
(
の
購
買
力
平
田
慣
ご
一
致
せ
ん

Z
す
る
傾
向
を
有
す
ぺ
き
筈
で
あ
る
が
、
併
!
英
凶
に

於
て
大
正
入
年
ま
で
、
吾
闘
に
於
て
は
最
定
ま
で
、
匁
替
相
場
の
釘
付
政
策
が
行
は
れ
て
居
た
か
ら
、
第
二
闘
表

に
見
ら
る
、
知
，
¥
大
正
入
、
九
、
十
年
の
封
英
相
場
を
除
い
て
は
、
品
剖
英
針
米
共
に
、
主
(
の
鐙
動
は
小
な
る
範

固
に
限
ら
れ
て
居
た
。
従
っ
て
英
れ
が
購
貿
力
川
T

債

r
何
等
密
接
な
る
聞
係
あ
る
ぺ
か
ら
古
る
こ
ご
は
、
最
初
hr

ら
明
瞭
で
あ
ら
う
。
併
し
乍
ら
更
に
仔
細
に
観
察
す
る
時
は
、
雨
・
者
の
間
に
は
金
〈
関
係
な
し
さ
も
言
ふ
べ
か
ら

ゴ
る
も
の
が
あ
っ
て
、
購
買
力
平
田
慣
が
上
れ
ば
怨
替
も
従
っ
て
上
り
、
卒
回
開
下
れ
ば
錦
替
も
亦
下
落
せ
る
も
の
、

如
〈
、
殊
に
大
正
九
、
十
年
頃

ω針
英
錦
替
に
於
て
は
、
稽
1
明
瞭
に
之
を
看
取
す
る
よ
ご
が
出
来
る
様
仁
田
山
は

品、。

但 L事質上は大正王年九月頃より禁止されて居た様である。3) 
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説

苑

貨
幣
目
指
向
・
封
M

打
倒
値
白
騒
動
と
貿
易
及
び
錦
替

(
弟
四
騨
一
=
一

O
)

第
二
十
巻

七
四
四

第
二
に
、
岡
山
り
劃
外
陣
外
力
を
構
成
す
る
第
一
の
要
素
化
る
弗
及
び
一
礁
の
謝
内
隣
貿
力
指
数
を
算
出
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
私
は
便
宜
上
日
銀
調
査
に
成
品
「
内
外
物
横
指
数
劃
照
表
」
を
利
用
し
て
、
大
正
三
年
七
月
を
基
準
す
る

英
米
の
物
贋
指
致
を
採
b
、
各
々
の
逆
数
を
計
算
す
る
こ
三
に
依
っ
て
、
硯
及
び
弗

ω
封
内
購
買
力
指
数
を
算
出

し
、
且
つ
試
み
に
こ
れ
に
固
の
器
内
購
買
力
を
配
し
て
第
三
闘
表
を
作
成
し
た
o

固
の
封
内
購
賢
力
の
凌
還
に
就
て
は
肢
に
逃
ぺ
た
る
所
な
る
が
、
今
ま
英
米
貨
幣
の
劉
内
購
買
カ
を
之
れ
ご
比

較
す
る
に
、
大
戦
勃
後
以
来
の
援
動
山
大
勢
は
、
三
者
の
聞
に
於
て
、
著
し
き
相
還
を
後
見
す
る
こ
さ
は
出
来

的
制
。
何
れ
も
大
正
三
年
の
最
高
よ
り
大
正
九
年
の
最
低
に
向
っ
て
急
輔
宣
下
し
、
以
後
梢
E
回
復
し
っ
、
あ
る

が
、
未
だ
明
白
な
る
一
定
の
傾
向
を
採
ら
す
、
併
も
一
般
に
激
し
き
乱
高
下
を
総
綴
し
っ
、
あ
る
o

た
い

Y

此
の
間

に
あ
っ
て
多
少
期
著
な
る
相
注
ご
も
認
む
ぺ
き
は
、
大
正
九
年
ま
で
の
下
落
に
於
て
、
闘
は
務
及
び
弗
よ
り
も
高

位
を
保
も
っ
、
め
る
に
、
同
年
以
後
の
回
復
時
代
に
於
て
、
国
は
著
し
〈
低
位
を
固
執
し
て
、
回
復
の
勢
憾
め
て

遅
々
た
る
の
貼
に
あ
る
。
殊
に
回
復
程
度

ω
最
も
編
著
な
る
は
、
米
闘
の
弗
で
あ
っ
て
、
固
の
指
数
が
五

O
内
外

を
街
復
せ
る
に
哨
到
し
て
、
よ
く
七

O
乃
至
入

O
程
度
の
指
数
に
ま
で
蓬
し
て
居
る
。

第
三
に
、
調
外
購
買
力
の
援
勤
は
、
潟
替
相
場
の
品
位
勤
Z
外
国
貨
幣
の
封
内
購
買
力
の
縫
動
ご
の
相
乗
積
で
あ

る
か
ら
、
前
惑
の
第
二
闘
表
正
第
三
国
表
ご
を
合
成
す
る
一
』
芭
に
依
っ
て
、
国
の
針
英
及
び
謝
米
購
買
力
指
数
を

表
は
す
所
の
第
四
圃
表
を
作
成
し
花
。

既
に
第
一
一
図
表
に
見
允
る
が
如
く
、
然
替
相
場
は
此
の
期
間
に
於
て
大
な
る
援
動
を
な
し
て
居
ら
ぬ
か
ら
、
従

っ
て
こ
れ
と
磁
及
び
弗
の
卦
内
購
買
力
ご
の
相
乗
積
な
る
闘
の
封
外
際
貢
カ
じ
於
て
は
、
務
及
び
弗
の
謝
内
購
買

英困物憤指lltは Economist-{倫敦)，米国物倒指監は Bmdstreet-(車t育)に

雄ワたも四である。

4) 
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カ
の
獲
動
が
、
よ
り
重
大
な
る
要
素
を
成
し
て
居
る
は
勿
論
で
あ
る
。
従
っ
て
締
め
て
大
慢
に
於
て
は
、
国
の
勤

外
債
値
は
米
国
及
び
英
国
の
物
価
闘
に
反
比
例
し
て
居
る
ご
も
見
ら
れ
る
が
、
併
L
鋳
務
相
場
は
微
力
な
が
ら
も
、

之
に
謝
し

τ緩
和
的
影
響
を
奥
へ

τ居
る
こ
ご
も
事
賞
で
ゐ
る
。
例
へ
ば
米
国

ω物
便
指
数
が
甚
だ
し
く
下
落
せ

る
場
合
に
は
、
国
の
掛
米
購
買
力
は
、
そ
れ
丈
け
に
て
は
、
ぞ
れ
Z
同
じ
耗
皮
に
甚
だ
し
く
向
上
す
守
へ
き
も
、
同

時
に
微
カ
な
が
ら
も
鋳
替
相
場

ω下
落
(
外
貸
さ
を
伴
つ

1
居
る
か
ら
、
共
の
向
上
の
耗
度
は
そ
れ
丈
け
減
殺
さ
れ

て
居
る
。
此
の
関
係
は
以
上
二
一
つ
の
間
表
を
封
照
す
れ
ば
明
瞭
ご
な
る
で
あ
ら
う
o

英
米
関
闘
に
謝
す
る
闘
の
掛
外
購
買
力
を
院
校
掛
照
す
る
に
、
大
正
三
年
よ
b
七
年
に
歪
る
最
初
の
五
年
間
、

郎
も
英
岡
山
怨
替
釘
付
政
策
が
質
施
さ
れ
て
居
た
聞
は
、
第
二
圃
表
に
見
た
る
が
如
(
、
雨
閥
じ
罰
す
る
吾
が
錫

替
相
場
は
略
I
相
膝
じ
て
麓
勤
し
て
居
た
か
ら
、
此
の
期
間
に
於
け
る
固
り
劉
外
購
買
力
は
、
帥
町
I
正
確
に
南
国

貨
幣

ω封
内
償
値
の
盤
動
に
比
例
し
て
居
る
こ
さ
は
、
第
五
一
闘
…
表

J

己
第
四
岡
表
さ
を
掛
照
す
る
-
』
ご
に
依
っ
て
知

ち
る
、
で
あ
ら
う
。
然
る
に
大
正
人
年
り

5
志向
m
E
m
の
結
果
五
口
が
謝
英
相
場
は
著
し
〈
騰
貴
(
外
貸
さ
し
た
る

に
反
L
、
相
到
米
相
場
に
か
、
る
縫
動
は
起
ら
な
か
っ
党
か
ら
、
大
正
八
年
以
後
の
五
年
間
に
於
け
る
国

ω
野
外
購

買
カ
は
、
英
米
ニ
闘
の
各
野
内
購
買
力
が
互
に
相
離
る
、
に
拘
ら
示
、
著
[
〈
接
近
す
る
こ

Z
、
な
っ
た
。
昨
年

に
入
っ
て
吾
が
掛
米
品
川
替
は
暴
落
し
て
居
る
か
ら
、
そ
れ
丈
け
で
は
固

ω
針
米
購
買
力
は
針
英
購
買
力
か
ら
離
れ

て
大
に
下
落
す
べ
き
で
あ
る
が
、
併
し
同
時
に
劃
英
鋳
替
も
下
落
し
た
の
み
な
ら
争
、
物
債
は
英
国
に
於
て
漸
騰

し
米
国
に
於
て
漸
落
し
た
か
色
、
結
果
H
H
却
っ
て
反
釣
に
劃
英
購
貿
カ
に
於
て
よ
b
大
な
る
下
落
を
一
不
す
司
』
己
、

な
っ
て
居
る
。
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設

苑

貨
僻
目
劉
内
・
封
外
債
値
目
鐙
動
主
貿
易
及
び
儒
替

第
竺
十
倍

{
第
四
貌
-
一
-
一
四
)

七
四
八

一
関
貨
幣
り
内
外
購
買
力
目
互
に
一
致
せ
ん
ご
す
る
傾
向
を
有
す
る
こ
ご
飯
に
述
べ
た
る
所
な
る
が
、
然
ら
ば

賞
際
に
於
て
図
的
封
内
購
買
力
て
封
外
購
買
力
(
英
米
)
ご
の
聞
に
は
、
如
何
な
る
閲
係
を
認
め
得
る
で
あ
ら
う
か

?
第
四
幽
表
に
就
て
之
を
観
る
に
甚
だ
興
味
あ
る
事
費
を
焚
見
す
る
。
大
正
三
年
よ
り
七
年
に
至
る
五
年
間
以
、

園

ω針
内
購
買
力
は
其
の
謝
外
購
買
力
よ
り
も
準
か
に
高
位
を
持
し
て
盾
た
が
、
大
正
七
人
年
の
交
に
於
て
全
〈

そ
の
地
位
を
顛
倒
し
、
大
正
人
年
以
後
的
五
年
間
は
、
調
内
債
値
は
迄
か
に
封
外
債
値
の
下
位
に
落
も
、
就
中
大

正
十
、
十
一
年
に
於
て
雨
者
の
差
最
も
甚
だ
し
い
。
然
る
に
本
年
に
入
っ
て
匁
替
相
場
が
暴
落
す
る
ご
、
野
外
債

値
は
次
第
に
下
降
し
来
っ
て
鞠
内
債
値
仁
接
近
す
る
傾
向
を
示
し
て
居
る
。
此
の
事
は
筏
に
も
通
ぶ
る
如
〈
吾
が

貿
易
関
係
を
反
映
せ
る
も

ωで
め
っ
て
、
調
内
耐
個
俗
の
俊
位
な
る
最
初
の
五
年
間
は
、
恰
も
吾
が
貿
易
の
出
超
時

代
に
相
常
し
、
謝
外
債
値

ω優
位
な
る
大
正
八
年
以
後
は
、
ま
た
恰
も
入
超
時
代
に
相
蛍
す
る
o

之
に
依
っ
て
見

る
も
一
閥
貨
常
的
封
内
槙
値
ご
謝
外
債
値
ピ
の
関
係
は
、
英
国
の
貿
易
関
係
吉
署
接
な
る
関
係
を
有
す
る
ニ
ご
を

想
像
し
得
る
で
あ
ら
う
。

最
後
に
図
ゆ
針
外
購
買
力
(
釣
米
)
己
弗
の
針
外
購
貿
カ
(
釣
日
)
三
の
関
係
を
見
ん
た
め
に
第
五
闘
表
を
作
成
し

た
。
此
の
場
合
弗
の
封
日
購
買
力
を
算
出
す
る
に
は
、
米
目
録
替
相
場
に
園
の
掛
内
購
買
力
を
乗
じ
て
得
ら
る
ぺ

〈
、
巌
密
に
は
米
闘
に
於
け
る
吋
叶
出
。
一
宮
間
争
採
る
ぺ
き
で
は
あ
る
が
、
此
の
材
料
の
権
威
ゐ
る
も
の
は
容

易
に
手
に
入
ら
fc
る
の
み
な
ら
十
、
其

ω遜
動
は
略
I
日
本
に
於
け
る
叶
叶
印
己
一
日
間
の
麓
動
己
一
致
す
る
-
』

芭
を
確
か
め
得
た
か
ら
、
後
者
の
逆
数
曾
以
つ
丈
之
に
利
用
す
る
こ

Z
、
し
た
。
其
の
結
果
は
第
五
国
表
に
於
て

税
ら
る
、
，
m
r
¥
最
初
の
五
年
間
に
於
て
弗
の
針
目
購
買
力
優
り
、
-
次
の
五
年
間
じ
於
て
固
の
担
割
米
購
買
カ
が
優
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事
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u
q
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鵬

碍

(
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U
司

時
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O
O
仲
斗
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貨
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封
内
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説

貨
幣
の
封
内
・
劃
外
倒
値
の
経
動
&
貿
易
及
世
俗
替

七
五

O

宛

第
二
+
巷

(
第
四
撹

プミ
) 

っ

て

、

同

じ

〈

貿

易

関

係

を

反

映

Lτ
居
る
。
唯
前
に
遁
べ
た
る
固
め
封
内
及
び
勢
外
岡
恨
値
の
場
令
(
第
四
闘
表
)

に

比

す

れ

ば

、

掬

の

封

日

隣

買

力

仁

怨

替

相

場

が

考

慮

さ

れ

て

居

る

ピ

り

、

ぞ

れ

交

付

雨

者

の

関

係

は

緩

和

さ

れ

て

接

近

し

て

居

る

に

過

ぎ

な

ν。
真
仁
之
を
第
三
園
表
に
比
較
す
れ
ば
、
前
一
掃
の
式
一
一
、

n叩
(
問
、
)
聞
に
よ
え
矯

替

相

場

の

白

菜

だ

り

そ

の

影

響

を

蒙

っ

て

居

る

か

ら

、

緩

和

的

程

度

夏

に

大

き

く

、

雨

者

は

よ

り

況

〈

接

近

す

る

こ

吉

、

な

っ

て

居

る

。

従

っ

て

最

近

潟

替

相

場

の

鐙

動

甚

だ

L
き
に
及
ん
で
は
、
立
(
的
影
響
を
受
く
る
こ
古
盆

I

著

し

〈

、

昨

年

五

六

月

に

至

っ

て

両

者

殆

ん

E
一

致

せ

ん

ご

す

る

傾

向

を

示

し

1
居
品
。

註

『
日
本
帝
国
統
計
年
鑑
』
に
採
録
す
る
所
は
、
各
地
宛
参
批
判
抑
白
n項
目
・
最
低
・
平
均
て
あ
る
が
、
之
を
直
ち
に
刺
用
す
る
ζ

と
は
危
肱
で
あ

る
.
例
ヘ
悶
大
正
十
年
一
月
b
到
来
相
場
は
最
高
問
八
、
一
三
、
最
低
山
λ
、一ニ
λ
平
均
四
λ

二
λ
と
な
づ
て
、
M

肝
貨
訟
で
併
も
受
眠
勘
定
に
依
る

高
低
を
採
用
し
て
周
り
な
が
ら
、
周
年
玉
、
六
、
七
月
て
は
高
慣
が
反
謝
と
な
っ
て
、
最
高
四
八
二
一
軍
最
侭
凹
八
二
一
二
平
均
凹
入
、
0
0
(五

月
)
と
な
っ
て
居
り
、
叉
劃
英
保
賛
て
は
大
正
九
年
ま
で
と
そ
れ
以
揖
"
と
は
A
T

然
記
載
方
法
を
魁
更
L
て
居
る
に
拘
ら
ず
、
何
等
白
性
意
を
加
へ

ず
、
一
見
極
め
て
不
骨
盟
な
取
扱
を
な
し
て
居
る
。

『
金
り
刑
事
項
参
考
書
官
』
に
載
す
る
周
白
井
岡
結
替
相
場
表
に
は
前
記
の
如
き
説
謬
は

9
v
様
で
あ
る
が
、

hrp仇
町
山
胡
判
明
で
あ
り
、
且
つ
共
の
平

均
方
訟
を
明
一
目
し
て
居
ら
向
。

『
本
邦
組
蹄
統
計
』
(
日
本
銀
行
)
に
採
錯
す
る
所
は
電
信
(
貰
?
)
相
場
を
採
っ
て
居
る
が
、
各
月
の
最
高
最
低
金
一
市
L
た
丈
け
て
、
或
場
合
に
仕

そ
れ
よ
り
も
重
要
な
る
べ
き
平
均
相
場
を
示
し
て
居
ら
向
。

『
東
洋
科
目
掛
新
報
』
に
識
ナ
る
所
も
郵
電
信
町
ー
で
は
あ
る
が
、
最
高
最
慨
丈
け
で
平
均
を
示
し
て
居
ら
由
。

、
、
、

『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』
に
採
録
す
る
所
は
平
均
を
も
一
割
L
て
居
る
が
、
此
仕
品
世
帯
抑
て
あ
る
。

『
ェ
ヨ
ノ
ミ
ス
ト
』
に
牧
障
す
る
所
は
、

H
日
。
電
信
相
場
(
葉
。
・
)
で
あ
る
か
ら
比
較
的
関
宜
で
あ
る
が
、
一
昨
年
目
後
自
分
よ
り
得
ら
れ
な
い
。

第四十ー回日本帝岡統計年鑑三四三頁、6) 



五

封
内
及
び
封
外
債
値
ご
貿
易
ご
の
閲
係

一国側

ω物
園
闘
が
具
岡
山
貿
易
紋
態
ピ
椅
接
な
関
係
を
有
す
る
こ
ご
は
普
通
に
認
め
ら
る
、
所
了
の
る
。
物
慣
が

他
凶
の
ヲ
炉
、
れ
に
比
仁
高
き
時
、
詳
言
せ
ば
白
凶

ω物
慣
が
他
国
の
そ
れ
よ
り
以
上
に
騰
貴
す
る
か
、
他
岡
山
物
僚

が
白
岡

ωそ
れ
よ
り
以
下
に
下
落
す
る
か
、
若
く
は
他
国
の
物
僚
が
停
止
し
て
自
国
の
ぞ
れ
の
み
騰
貴
す
る
か
、

他
凶

ω
ぞ
れ
の
み
下
落
す
る
場
合
に
は
、
安
債
な
る
外
岡
商
品
を
よ
り
以
上
に
貸
付
〈
る
ニ
=
に
依
っ
て
聡
入
を

促
進
上
、
高
腐
な
る
自
国
商
品
に
劃
す
る
外
国
り
目
見
付
付
を
阻
目
害
す
る
こ
古
に
依
っ
て
輸
出
を
抑
制

L
、
補
者
相

待
っ
て
高
田
明
凶

ω貿
易
放
態
守
慈
化
|
|
古
言
一
ひ
得
る
な
ら
ば

1
iせ
し
む
る
。
之
に
反
し
て
一
関
け
物
債
が
他

図
叫
司
令
れ
に
比
し
仮
き
時
は
、
恰
も
反
制
到
の
理
向
に
依
っ
て
‘
斡
入
を
抑
制

L
輪
出
を
促
進
し
て
、
市
対
慣
凶
の
貿

易
朕
態
を
改
善
す
る
。
こ
れ
が
普
通
に
行
は
る
、
所

ω
見
解
で
あ
ら
う
。

併
し
乍
ら
私
り
見
る
所
で
は
、
此

ω見
解
は
綿
々
杜
撰
な
も
の
で
あ
っ
て
、
震
替
相
場
の
上
に
起
る
べ
き
竣
化

は
此
的
場
合
金
〈
考
慮
さ
れ
て
居
ら
旧
制
。
か
、
る
場
合
に
起
る
ず
へ
き
鴬
替
の
銭
動
は
、
他
の
事
情
に

L
て
同
一
な

る
限
h
、
相
殺
的
影
響
を
貿
易
に
及
ぼ
す
も
の
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
一
闘
の
物
僚
が
他
国
に
比
仁
高
き
時
は
、
活

替
相
場
は
下
骨
惜
し
て
(
外
貨
建
)
貿
易
悪
化

ω
勢
を
相
殺
す
る
で
あ
ら
う
。
此
の
関
係
は
釘
付
政
策
の
行
は
れ
た
五
口
が

封
米
銭
替
に
於

τ
3
1
極
め
て
微
弱
な
程
度
で
は
ゐ
る
が
、
阪
に
表
れ
て
居
る
こ
ピ
第
二
闘
表
の
示
す
所
で
あ

る
o

持
品
替
側
に
於
り
る
此
の
相
殺
的
影
響
が
次
第
に
増
大
す
る
に
従
っ
て
、
物
侵
側
よ
b
来
る
貿
易
悪
化
の
影
響

は
減
殺
せ
ら
れ
、
同
者
が
恰
も
反
比
例
す
る
科
度
に
達
す
る
時
は
・
物
耐
恨
の
相
蓮
は
何
等
貿
易
上
に
影
響
し
な
い

貨
幣
の
封
内
・
劉
件
情
値
の
塑
勤
と
貿
易
及
び
鴻
替
、

説

事E

第
一
一
+
を

(
第
四
貌

一
三
七
)

{二

五



究
幣
の
封
内
・
劃
丹
慣
値
の
鑓
勤
と
貿
易
及
び
伐
替

で
ゐ
ら
う
o

銭
替
相
場
の
援
動
が
此
の
程
度
に
議
し
た
る
時
、
其
は
恰
も
雨
図
り
物
償
の
比
に
一
致
し
た
の
で
あ

っ
て
、
削
も
購
買
力
半
償
に
骨
折
付
い
た
時
で
あ
る
。
従
っ
て
翁
替
が
購
買
力
平
債

z
一
致
し
た
場
合
に
は
、
侵
入
ザ

二
闘
の
物
偵
に
甚

r
L
い
相
遣
が
ゐ
っ
て
も
、
其
は
骨
岬
替
に
依
っ
て
会
〈
相
殺
さ
れ
る
か
ら
、
貿
易
の
上
に
は
何

等
影
響
セ
及
ぽ
し
得
な
い
。
そ
れ
放
に
此
の
場
合
想
像
せ
る
平
衡
欺
態
ご
は
、
貿
易
関
係
が
従
来
さ
務
化
な
き
ζ

古宮

夢巨

第
二
十
巻

(
第
四
悌
一
一
ニ
凡
}

-c: 
五

ご
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
貿
易
が
全
く
行
は
れ
な
い
こ
ご
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
論
者
或
は
言
ふ
で
め

ら
う
o

質
際
の
潟
替
相
場
は
需
嬰
供
給
の
関
係
に
よ
っ
て
決
定
古
る
、
も
の
で
あ
り
、
此
の
需
要
供
給
は
、
他
の

事
情
に
し
て
同
一
な
る
限
h
、
貿
易
関
係
を
原
因

t
L
T
起
る
も

ωで
ゐ
る
か
ら
、
今
一
闘
の
物
価
慣
が
他
国
に
比

し
高
債
な
る
場
合
に
は
、
其
れ
が
原
因
ご
な
っ
て
先
づ
貿
易
関
係
を
獲
化
(
悪
化
)
せ

L
め
、
貿
易
上
の
綾
化
が
怨

替
の
需
給
に
影
響
し
て
匁
待
相
場
を
盤
動
せ

L
め
る
も
の
で
あ
る
。
4

ぞ
れ
故
に
矯
替
の
相
殺
的
影
響
の
現
は
品
、

ま
で
に
阪
に
貿
易
上
り
援
化
が
先
ヴ
起
つ
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

Z
。
賞
際
り
匁
替
相
場
が
需
給
関
係
じ
依
っ
て
定

ま
る
こ
ご
は
、
私
も
之
を
否
定
す
る
ち
の
で
な
い
。
併
し
乍
ら
そ

ω
需
給
関
係
は
現
買
に
喚
越
さ
れ
た
る
需
要
で

は
な
〈
、
寧
み
需
給
に
関
す
る
珠
想
で
あ
る
ニ
ご
は
、
品
局
替
賞
事
者

ω何
人
も
認
む
る
所
で
あ
ら
ヲ
。
ぞ
れ
故
い

今
一
闘
の
物
僚
が
著
し
く
高
位
を
不
す
場
合
に
は
、
こ
れ
が
貿
易
に
及
す
愛
化
|
|
従
っ
て
矯
替
の
需
給
に
及
す

輪出化
1
ー
を
環
想
し
て
質
際
の
相
場
は
決
せ
ら
る
ぺ
〈
、
従
っ
て
貿
易
上
り
幾
化
が
現
震
に
起
る
ご
同
時
に
、
潟

替
の
相
殺
的
影
響
も
現
は
る
、
も
の
ぜ
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

此

ω如
、
さ
理
由
に
依
っ

τ、
物
煩
さ
貿
易
ご
の
関
係
を
考
ふ
る
に
営
つ
て
は
、
震
替
相
場
の
援
勤
を
考
慮
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
こ
芭
は
明
ら
か
で
あ
り
、
従
っ

τ私
の
所
謂
調
内
問
問
値
ご
野
外
債
儲
正
の
闘
係
を
之
に
代
へ
て
考
ふ
る



時
は
、
よ
り
正
雄
な
る
結
果
を
想
定
す
る
こ
三
が
出
来
る
。
今
若
し
自
国
の
物
園
慣
が
他
闘
の
そ
れ
よ
り
も
高
き
時

は
、
自
剛
貨
鮮
の
封
内
購
買
力
は
そ
れ
丈
け
仮
〈
、
動
外
購
買
力
は
、
外
閥
貨
幣
ゆ
封
内
問
問
佐
山
比
械
的
騰
貴
の

程
度
に
潟
替
の
相
殺
程
度
を
叫
酌
し
た
る
・
ま
け
増
大
す
る
こ
正
、
な
る
c
h
r
(
て
生
中
る
野
内
購
買
力
の
低
下
正

封
外
購
買
力
の
向
上
ご
は
、
毛
れ
丈
け
英
国
の
購
買
力
を
し
て
内
国
品
の
購
買
か
ら
外
国
口
聞
の
購
買
に
嶋
守
し

め
、
総
入
を
促
進
し
貿
易
を
悪
化
せ
し
む
る
で
ゐ
ら
う
。
之
に
反
し
て
自
闘
の
物
価
慣
が
外
因
の
そ
れ
よ
り
も
安
き

時
は
、
恰
も
反
割
に
、
封
内
購
買
力
の
向
上
、
調
外
購
買
力
の
低
下
ご
な
h
、
聡
入
を
抑
制
す
る
こ
ご
、
な
る
で

あ
ら
う
。
此
の
如
(
白
岡
貨
幣
の
内
外
購
買
カ

ω援
化
は
、
常
に
総
入
の
促
進
又
は
抑
制
Z
な
り
、
総
入
の
一
方

面
よ

b
貿
易
奴
態
を
援
化
せ
し
む
る
力
を
有
す
る
o

然
る
に
言
ふ
迄
も
な
〈
、
貿
易
欣
践
の
幾
化
は
輪
出
輸
入
の
雨
方
面
よ
り
起
り
得
る
。
総
入
の
抑
制
ご
験
出
の

促
進
ご
は
一
の
方
向
に
、
轍
入
の
促
進
Z
輸
出
内
抑
制

t
は
他
の
方
向
に
、
貿
易
紋
態
を
改
善
又
は
悪
化
せ
し
む

る
も
の
な
る
が
、
私
の
見
る
所
で
は
、
此
の
聡
入
の
抑
制
又
は
促
進
ご
、
輸
出
の
抑
制
叉
は
促
進
ご
は
、
其
の
性

質
を
異
に
す
る
も
の
、
様
で
あ
る
。
前
者
は
自
国
貨
幣
的
内
外
購
買
力
の
相
還
に
よ
っ

τ惹
起
せ
ら
毛
、
に
反

L
、
後
者
は
外
岡
貨
僻
市
の
内
外
購
買
力
の
相
違
に
よ
っ
て
の
み
行
は
れ
得
る
o

例
へ
ば
白
闘
の
物
侵
に
比
L
外
国

物
僚
が
低
下
す
れ
ば
、
外
図
貨
幣
の
調
内
購
買
力
り
向
上
、
共
の
謝
外
購
買
力
の
低
下
ぜ
な
っ
て
、
白
閣
の
検
出

を
抑
制
す
ぺ
〈
、
之
に
一
丸
す
る
場
合
は
、
反
調

ω結
果
ざ
な
っ
て
自
国
の
輸
出
を
促
進
す
る
で
あ
ら
う
。
此
の
如

〈
輸
入
に
閲
し
て
は
白
岡
貨
幣

ω内
外
購
買
力
、
輸
出
仁
関
し
て
は
外
闘
貨
幣
り
内
外
購
買
力
の
相
還
が
、
英
の

直
接

ω動
機
ご
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
此
内
意
味
に
於
て
、

一は

R
Z
Z
で
あ
っ
て
内
因
仁
よ
る
に
反
し
、
他
は

説

手E

貨
幣
白
謝
肉
・
謝
件
闇
値
的
鐙
勤
と
貿
易
及
び
渦
替

第
二
十
巻

(
捗
四
規
一
三
九
)

七
五
三



七
百
四

宮
ω
巴
〈
の
で
あ
っ
て
外
因
に
支
配
さ
る
、
ご
い
ふ
こ
ご
が
出
来
る
で
ゐ
ら
う
。
ぞ
れ
故
仁
一
闘
の
輸
出
貿
易
を
振
奥

話

苑

貨
幣
白
劉
内
・
封
外
債
値
目
艶
勤
と
河
易
及
び
偲
梓

第
二
十
巻

(
第
削
挽
一
回

O
)

せ
し
む
る
根
本

ω
動
機
は
、
相
手
岡
仁
於
り
る
劃
外
購
買
カ
の
向
上
に
あ
る
の
み
、
こ
れ
以
外
の
一

は
、
此
の
根
本
動
機
の
諌
め
存
す
る
場
合
に
於
て
、
始
め
て
業
の
妓
果
を
接
揮
L
得
る
に
過
ぎ
ぬ
。
此
の
貼
に
於

て
最
近
傍
へ
ら
る
、
所
の
政
府
の
輸
出
振
興
策
が
、
主
ご
し
て
輪
出
合
融
を
緩
和
せ
ん
さ
す
る
も
の
な
ら
ば
、
今

日
の
吾
闘
に
於
て
果
し
E
幾
何

ω
致
果
を
皐
げ
得
る
が
な
は
疑
問
ご
す
る
。
吾
闘
の
現
般
に
於
て
、
輪
出
の
促
進

せ
ら
れ
玄
る
重
大
な
る
原
因
は
、
諸
外
闘
に
比
し
五
円
園
物
債
の
著
し
〈
高
〈
、
今
日
の
鋳
替
暴
落
を
以
っ
て
し
て

も
向
且
つ
二
割
乃
至
二
割
の
高
位
に
居
る
の
事
賞
で
ゐ
る
。
此

ω如
、
さ
扶
践
に
あ
っ
一
1
、
吾
が
商
品
に
劃
す
る
外

国
的
購
買
会
呼
ぶ
べ
き
理
由
は
一
も
な
い
。
根
本
動
機

ω存
せ

F
る
今
日
の
五
ロ
が
総
出
貿
易
に
於
て
、
匝
々
だ
品

輸
出
金
融

ω如
き
は
有
れ
げ
と
も
無
き
に
等
L
〈
、
か
〈
の
如
き
輸
出
振
興
策
は
、
之
を
警
へ
ば
水
な
き
河
を
決
す

る
が
如
き
も
の
で
あ
ら
う
。

拐
の
設
備

併
し
乍
ら
自
閥
貨
幣
の
内
外
購
買
力
の
挺
化
正
、
外
国
貨
幣

ω
そ
れ
等
に
闘
す
'
O
品
型
化
古
は
、
決
し
て
そ
の
原

因
を
異
に
す
る
を
要
せ
干
、
同
一
原
因
に

L
て
よ
〈
雨
者
を
粂
ね
得
る
甲
』
さ
が
出
来
る
。
例
へ
ば
外
岡
物
贋
及
び

矯
替
に
品
型
化
な
〈
し
一
1
、
自
国

ω物
腐
り
み
騰
貴
す
る
場
合
に
は
、
此
の
一
一
原
因
は
、
一
方
に
於
て
白
岡
貨
鮮
の

野
内
購
買
力
を
引
下
「
る
・
』
£
に
よ
っ
て
、
主
(
の
封
外
購
買
力
古
川
り
間
に
差
あ
ら
し
め
て
輸
入
を
促
進
す
る
正
同

時
に
、
他
方
に
於

τ外
閥
貨
幣

ω
封
外
購
買
力
を
引
下
や
る
こ
正
に
よ
っ
て
、
其
り
封
内
購
買
力
ご
の
問
に
差
ゐ

ち

L
め
て
輸
出
を
抑
制
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
反
動
に
白
岡

ω物
療
的
み
侭
落
す
る
場
合
に
は
、
一
方
に
自
図

貨
幣

ω内
外
購
買
カ
の
関
係
を
遜
化
せ
し
め
て
輸
入
を
抑
制
す
る
ご
同
時
に
、
他
方
に
外
閥
貨
幣
の
そ
れ
等
を
愛



化
せ

L
め
て
総
出
を
促
進
す
る
で
ゐ
ら
う
υ

ぞ
れ
故
に
雨
者
は
貿
易
援
化

ω夜
接
原
因
に
閲
す
る
相
違
で
あ
ち
、

ま
た
物
僚
が
貿
易
に
影
響
す
る
そ
の
過
程
に
於
け
る
相
違
た
る
に
過
ぎ
泊
。

金
本
位
の
自
由
制
が
破
壊
さ
れ
た
場
合
に
、
品
局
替
政
策
己
都
し
て
相
場
を
一
定
の
高
さ
に
維
持
せ
ん
ご
す
る
政

策
は
、
相
到
内
及
び
担
割
外
勝
目
民
力
並
び
に
貿
易
の
上
に
如
何
な
る
意
義
を
有
す
る
か
、
此

ω問
題
に
就
き
一
言
せ
ん

に
、
屡
々
逃
ぷ
る
如
〈
、
一
闘

ω
物
慣
が
畿
勤
し
て
芸
の
封
内
購
買
力
に
畿
化
を
来
す
時
は
、
活
替
相
場
は
自
然

の
ま
、
に
て
は
、
此
の
物
間
間
接
動

ω針
外
勝
目
貝
カ
に
及
ば
す
影
響
を
緩
和
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
ウ
て
此
的
場
合

に
匁
砕
を
釘
付
け
す
る
こ
ど
は
、
此

ω潟
替
の
相
殺
カ
を
航
捧
せ
し
め
る
か
ら
、
艶
外
債
値
は
恰
も
掛
内
痕
低
の
低

下
し
た
る
に
け
反
劉
に
愛
動
す
る
。
例
へ
ば
釘
付
政
策
の
下
に
一
闘

ω
物
債
の
み
が
一
割
の
勝
交
を
な
す
時
は
、

其
閥
貨
幣
り
野
内
債
値
は
一
割
下
落
し
、
調
外
債
低
は
従
来
正
餐
化
な
け
れ
い
ζ

も
、
下
落
し
た
る
掛
内
債
依
よ
り

見
れ
ば
一
割

rけ
騰
貴
し
た
二
ご
、
な
る
で
あ
ら
う
。
然
る
に
匁
替
を
白
然
に
放
任
す
る
限
b
、
雨
者
の
相
違
は

例
へ
ば
五
分

ω
程
度
に
止
ま
り
得
る
で
あ
ら
う
o

そ
れ
故
に
匁
替
の
釘
付
政
策
的
下
に
あ
っ
て
は
、
共
図

ω物
価
恨

の
勝
賞
せ
る
場
合
に
は
、
岨
判
外
調
値
を
比
械
的
に
よ
h
J
多
〈
増
大
せ
し
む
る
こ
さ
に
依
っ
て
、
然
ら
ざ
る
場
令
に

比

L
、
総
入
促
進
・
輸
出
抑
制
の
カ
を
よ
ち
増
進
せ
し
む
べ
〈
、
物
価
問
下
落

ω場
合
に
は
、
口
件
費
に
聡
入
抑
制
・
輸

出
促
進

ωカ
を
よ
ち
増
大
せ
し
な
る
二
吉
、
な
る
o

換
言
せ
ば
錦
蒋
の
釘
付
は
、
物
領
的
貿
易
に
及
ぼ
す
影
響
を

よ
ら
鋭
敏
な
ら
し
め
、
た
め
に
貿
易
欣
強
は
物
腐
り
鐙
勤
仁
よ
り
て
一
府
刺
激
せ
ら
る
正
同
時
に
、
物
師
闘
の
世
界

的
卒
準
作
用
を
よ
h
迅
速
な
ら
し
む
る
・
』
己
、
な
る
で
あ
ら
う
。

以
t
遮
ぷ
る
所
の
理
論
に
依
h
、
一
闘
の
輸
入
は
業
関
貨
幣

ω内
外
購
買
力
に
闘
し
、
輪
出
は
外
岡
貨
幣
の
内

設

苑

貨
幣
の
封
内
・
劉
件
個
値
の
盤
勤
ξ
貿
易
及
刊
日
時
坤
帯

第
二
十
巻

(
第
四
枕
一
四
一
)

士
五
五



説7

苑

文
時
白
羽
内
・
劃
持
慣
川
山
由
盤
到
と
賞
品
比
び
結
梓

第
二
十
巻

(
第
四
現
一
回
二
)

七
五
六

外
購
買
力
に
闘
す
る
こ
ご
は
明
ら
か
な
る
が
、
然
ら
ば
寅
際
に
於
て
も
亦
、
か
〈
の
如
き
関
係
争
』
認
め
符
る
か
ど

う
か
?
私
は
大
正
三
年
以
来
の
吾
が
貿
易
拡
態
に
就
き
、
此
的
関
係
を
調
査
し
て
第
六
国
表
を
作
成
し
た
o

勿

論
私
の
現
在
利
用
し
得
る
岡
閣
の
物
債
指
数
は
、
共
に
貿
易
品
以
外
の
一
般
商
品
に
閲
す
る
ぞ
れ
で
め
り
、
且
つ

其
は
何
れ
も
フ
イ
ツ
U
ヤ

1
数
授
り
所
説
「
理
想
的
物
侵
指
数
』
正
は
相
隔
る
こ
ど
透
き
も

ωで
あ
る
。
品
川
は
私
は

諸
外
闘
の
中

t
v
米
国
を
の
み
採
っ
た
か
ら
、
是
等
の
事
情
仁
依
っ
て
、
実
は
必
す
し
も
十
分
仁
精
確
な
る
も
の

で
は
な
い
1
0

私
は
先
づ
一
方
に
・
図
的
設
内
隣
買
力
者
間
物
憤
抑
制
般
の
逝
加
盟
)
を
以
っ
て
作
品
(
の
劃
米
麟
実
力
(
未
聞
物
間
指
般
の
迦
鍛
に

円
米
鴻
替
相
場
を
乗
じ
た
る
も
の
)
を
除
し
て
困
の
内
外
購
買
力
の
比
を
求
め
、
他
方
に
杏
が
貿
易
会
額
に
劃
す
る
輸
入

腐
額

ω比
を
求
め
て
、
此
の
雨
者
を
照
調
し
、
叉
別
に
、
一
方
に
於
て
弗
の
批
判
内
購
買
力
采
岡
物
倒
拍
動
の
義
制
)
を

以
っ
て
芙
の
針
日
購
買
力
(
再
開
物
倒
指
駒
の
誼
殿
に
日
差
出
梓
の
話
取
を
乗
ピ
た
る
も
の
)
争
除

L
て
弗
の
内
外
購
買
力
の
比
を

求
め
、
他
方
に
於
て
吾
が
貿
易
杢
額
に
劃
す
る
輪
出
償
額
の
比
を
求
め
て
、
此
の
雨
煮
を
掛
照
せ
し
め
た
。

第
六
闘
表
に
於
て
見
ら
る
、
如
く
、
国
の
内
外
購
買
力

ω比
は
総
入
比
例
に
嚇
到
し
て
・
弗
の
そ
れ
等

ω比
は
総

出
比
例
に
費
し
て
、
密
接
な
る
関
係
を
有
す
る
こ
Z
を
看
取
し
得
る
。
唯
一
般
に
知
ら
る
、
如
〈
、
特
に
吾
閣
の

貿
易
関
係
に
は
季
節
的
猿
化
が
秘
め

τ剥
若
に
表
は
る
、
に
反
し
、
購
買
力
関
係
に
は
同
様
の
季
節
的
経
化
は
必

す
し
も
顕
著
で
な
い
ー
か
ら
、
各
月
各
年
に
一
旦
っ
て
精
密
に
観
察
す
る
時
は
、
却
っ
て
反
掛
の
現
象
を
墨
す
る
場
令

も
少
く
な
い
。
併
し
乍
ら
、
阪
h
に
雨
者
の
年
平
均
を
採
っ
て
野
照
せ
し
む
る
時
は
、
是
等

ω
季
節
的
越
化
は
消

却
さ
る
、
か
ら
、
主
(
の
関
係
は
一
府
明
白
ご
な
り
、
闘
の
釣
外
鱗
山
兵
力
ご
輸
入
、
弗
の
野
外
購
買
力
芭
総
出
正

は
、
驚
〈
ぺ
き
程
互
に
相
自
爆
し
て
居
る
こ
ご
を
後
見
す
る
で
あ
ら
う
。

Fisher， The Making of lndex Numhers {1923}叩・ 220ー
此白方法により、 4儲騰貴田奥へた1司品目グト且臥膨政を消却することが出車
る。
先等四樟の計担に霊IL亡総て移動平均の方訟を採用 Lた。
輸出入に闘する勤字は、大日本貿易月表(大藤省王税局)に披った。
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貨
帯
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叫
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易
及
び
鋳
替
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百
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第
二
十
巻

{
第
四
腕

一
四
阿
)

論

以
上
論
宇
る
所
は
、
之
を
要
約
す
れ
ば
次

ω
諸
貼
に
師
す
る
。

第
一
に
、
貨
幣
の
動
内
償
値
は
、
一
図
的
貨
鮮
が
其

ω閥
ω
商
品
に
罰
し
て
有
す
る
購
買
力
で
あ
る
か
ら
、
其

闘
の
物
債
指
数
ゆ
愉
数
セ
計
算
す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
食
紳
貯

ω劃
内
購
買
力
指
数
を
作
成
す
る
こ
ご
が
出
来
る
。

第
二
に
、
貨
幣
の
野
外
債
低
は
、
一
図

ω貨
幣
が
仰
闘
の
商
品
に
謝
し
て
有
す
る
購
買
力
で
ゐ
ゐ
か
ら
、
他
闘

の
物
侵
指
数
り
逆
数
ご
篤
替
相
場
ご
の
相
来
積
を
計
算
守
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
貨
幣

ω
品
到
外
購
買
力
指
数
を
作
成

す
る
-
』
ご
が
出
来
る
。

第
三
に
、
是
等
内
野
内
岡
田
値

z封
外
債
佐
古
の
関
係
及
び
是
等
E
符
替
相
場
ど
の
関
係
は
、
理
論
上
一
定
の
閲

係
争
】
想
定
し
得
る
り
み
な
ら
争
、
此

ω
理
論
は
ま
た
賞
際
に
於
て
も
略
々
行
は
れ

τ居
る
所
で
あ
る
。

第
四
に
、
一
国

ω轍
入
貿
易
の
消
長
は
、
主
一
閑
貨
幣

ω
封
内
購
買
力
に
針
す
る
野
外
購
買
力
的
比
に
比
例
し
、

輸
出
貿
易
の
消
長
は
、
外
国
貨
幣
り
封
内
購
買
力
に
劃
す
る
調
外
購
買
力
り
比
に
比
例
L
‘
且
定
等

ω合
成
果
E
L

て
其
図
的
貿
易
紋
態
は
愛
化
す
る
。
此
の
事
は
軍
に
理
論
上
然
る
の
み
な
ら
歩
、
過
去
十
年
間

ω再
開
貿
易
の
賞

際
じ
極
め
て
よ
〈
適
合
す
る
o

而
し

τ経
済
問
中
上
の
多
(
の
法
則
が
然
る
如
〈
、
「
他
の
事
情
に
し
て
同
な
る

限

h
(
C
E臣
官
ロ
『
E
)」
ご
い
ふ
こ
ご
、
、
「
一
定
の
傾
向
を
表
す
(
な
ロ
色
丹
O

『
何
)
法
則
」
ご
い
ふ
こ
Z
、
の
三
候

件
を
認
む
る
限
b
一
、
此

ω閲
係
は
、
殆
ん
ど
諜
り
な
旨
経
済
事
上
の
一
法
則
ざ
し
て
設
定
し
得
る
か
の
様
に
思
は

る
、
。
(
完
)

(
附
語
、
本
縞
を
草
す
る
に
由
り
、
多
(
の
助
言
を
典
へ
ら
れ
た
る
荷
積
正
金
銀
行
服
締
従
五
十
嵐
広
一
二
氏
及
び
同
銀
行
調
音
4
甜
長
守
岡
氏
、
並
び

に
貴
重
な
る
材
料
を
貸
興
さ
札
た
る
同
組
行
大
限
主
防
長
本
樟
欄
吉
氏
に
謝
し
て
、
探
〈
感
謝
の
詰
を
表
す
る
。
)


